
（昭和32年6月5日第三着郵便物寵可）紹和46年6月15日8（火曜日）ちまカ、おと報市第176号＿1．』・

皿
譜
鵬
里

口
3
臨
創
α
皿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
脚

人
男
女
数
　

一
　
協
に

6月

毎月　π5日発行　発行所十日町市役所（昭和32年6月5日第3種郵便物認可）　定価一部5円

参議院選挙は6月27日

こぞって投

’吻〃”〃〆”

謝
懸
灘
鐵
灘
難
繊
灘
灘
灘
織
避

参
議
院
議
員
禰
常
選
挙
は
、
六
月
四
日
公
示
さ
れ
六
月
二
†
七
日
が
投
票
日
で
す
。
こ
の
選
挙
は
「
明
る
く

正
し
い
選
挙
」
を
目
標
に
「
一
億
国
政
総
参
加
運
動
」
が
強
く
さ
け
ば
れ
て
い
ま
す
。
有
権
者
の
み
な
さ

ん
は
ひ
と
り
残
ら
す
投
票
し
国
政
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

　
六
月
二
日
現
任
で
永
久
選
挙
人
名

簿
に
登
録
さ
れ
た
人
に
選
挙
権
が
あ

り
ま
す
。
永
久
選
挙
人
名
簿
の
登
録

資
格
は
、
三
月
二
日
ま
で
に
十
日
町

市
の
住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
、

引
き
続
き
市
内
に
居
住
し
て
い
る
人

で
六
月
二
十
七
出
ま
で
に
満
二
十
才

「
昭
和
二
十
六
年
六
月
二
十
八
日
以

前
に
出
生
し
た
者
」
に
な
ら
れ
る
人

で
す
。

投
票
用
紙
は

地
方
区
は
薄
赤
色
の
用
紙
に

黒
刷
り
、
全
国
区
は
薄
黄
色

の
用
紙
に
赤
刷
リ
で
す
。

投
票
用
紙
を
ま
ち
が
う
と
投
票
が
無

効
に
な
り
ま
す
か
ら
よ
く
た
し
か
め

て
か
ら
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

　
投
票
の
順
序
は
、

　
　
地
方
区
が
さ
き

　
　
全
国
区
が
あ
と

　
投
票
日
に
は
入
場
券
と
引
換
え
に

投
票
用
紙
が
渡
さ
れ
ま
す
が
地
方
区

を
さ
き
に
渡
し
、
こ
の
投
票
が
終
っ

て
か
ら
全
園
区
の
投
票
用
紙
を
受
取

っ
て
く
だ
さ
い
。

投
票
時
問

　
各
投
票
所
と
も
午
前
七
時
に
開
き

ま
す
。
ま
た
投
票
所
を
閉
じ
る
時
刻

は
午
後
六
時
、
五
時
、
四
時
の
と
こ

ろ
が
あ
り
ま
す
の
で
入
場
券
に
書
い

σ4’4，，’，4，，，グ」㌧

て
あ
る
時
刻
を
よ
く
見
て
投
票
し
て

く
だ
さ
い
。

不
在
者
投
票

・
不
在
者
投
票
の
で
き
る
期
間

　
公
示
の
日
（
六
月
四
日
）
か
ら
投

票
日
の
前
日
ま
で
、
土
曜
、
臼
曜
も

毎
日
午
前
八
時
三
†
分
か
ら
午
後
五

時
ま
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

・
不
在
者
投
票
を
取
扱
う
場
所

　
市
役
所
三
階
の
選
挙
事
務
室
及
び

下
条
、
水
沢
の
各
出
張
所
で
取
り
扱

い
ま
す
の
で
不
在
者
投
票
を
さ
れ
る

方
は
ハ
ン
コ
を
ご
持
参
の
上
、
係
に

申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

・
不
在
者
投
票
の
で
き
る
人

　
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る

人
で
、

一
、
選
挙
人
が
そ
の
属
す
る
投
票
区

の
区
域
外
に
お
い
て
職
務
ま
た
は
業

務
に
従
事
中
の
人

二
、
選
挙
人
が
や
む
を
得
な
い
用
務

叉
は
事
故
の
た
め
市
外
に
旅
行
中
又

は
滞
在
中
の
人

三
、
病
気
、
負
傷
又
は
出
産
等
に
よ

り
歩
行
が
困
難
な
人

　
地
方
区
立
会
演
説
会

六
月
二
十
日
午
後
七
時
三
十
分
か
ら

十
日
町
市
民
体
育
館

　
　
　
　
　
　
（
候
補
者
一
人
の
演
説
時
間
は
三
十
分
で
す
）

最新型救急車を配置
サイレンはピーポー音に

　
去
る
五
月
二
十
六
日
、
市
は
日
本

赤
十
字
祉
か
ら
い
ま
ま
で
の
救
急
車

の
か
わ
り
に
新
し
い
救
急
車
が
配
置

言
、
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
救
急
車
は
、
大
事
故
に
も
対

処
で
き
る
よ
う
、
最
新
鋭
の
エ
コ
ー

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
型
救
急
車
で
す
。

　
こ
の
救
急
車
の
価
格
は
二
百
五
十

万
円
（
赤
十
字
社
九
十
九
万
円
、
市

費
百
五
十
一
万
円
）
で
甫
消
防
本
部

に
配
置
し
ま
し
た
。

　
配
置
さ
れ
た
救
急
車
は
、
乗
車
定

員
十
名
で
、
担
架
三
運
セ
ッ
ト
や
酸

素
ボ
ン
ペ
、
人
口
呼
吸
器
、
吸
引
器

酸
素
マ
ス
ク
、
エ
ヤ
ー
ウ
エ
ー
、
開
口

器
、
流
量
計
な
ど
の
医
療
器
材
設
備

を
整
え
た
最
新
型
の
救
急
車
で
す
。

　
ま
た
、
こ
の
救
急
車
の
サ
イ
レ
ン

は
、
ビ
ー
ポ
ー
サ
イ
レ
ン
で
、
い
ま

ま
で
の
モ
ー
タ
ー
式
サ
イ
レ
ン
と
は

異
な
り
ま
す
が
、
緊
急
時
の
優
先
通

行
は
い
ま
ま
で
と
闇
じ
で
す
か
ら
、

緊
急
車
の
通
行
に
つ
い
て
は
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。
【
写
真
は
最
新

の
エ
コ
ー
マ
イ
ク
ロ
型
救
急
車
】

駅
通
り
　
　
　
　
（
田
口
　
　
勝
）

高
田
町
三
丁
目
西
（
小
宮
山
正
巳
）

髄

統
計
調
査
に
ご
協
力
を
〃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
就
業
構
造
基
本
調
査

七
月
一
日
現
在
で
戯
業
構
造
基
本

郡
市
の
公
共
事
業
を
陳
情

　
　
　
　
　
建
設
省
井
上
、
川
上
両
課
長
に

　
去
る
五
月
二
十
九
日
（
土
）
建
設

省
、
井
上
企
画
、
川
上
国
道
二
課
長

が
来
市
。
同
日
午
後
三
時
三
十
分
か

ら
市
役
所
大
会
議
窒
で
建
設
省
所
管

公
共
事
業
の
陳
情
を
行
な
い
ま
し

た
。

　
陳
情
は
、
中
魚
沼
建
設
協
会
を
中

心
に
十
H
町
市
、
津
南
町
、
中
里

村
、
川
西
町
の
一
市
二
町
一
村
の
市

町
村
長
、
地
区
選
出
県
会
議
員
、
市

町
村
議
会
議
員
、
関
係
地
域
代
表

者
、
嘱
託
員
な
ど
約
百
名
が
出
席
し

た
な
か
で
、
郡
巾
内
の
建
設
省
関
係

公
共
事
業
に
つ
い
て
、
冬
市
町
村
艮

が
そ
れ
ぐ
両
課
長
に
要
望
し
ま
し

た
。

　
十
日
町
市
関
係
で
、
市
長
が
陳
情

し
た
箇
所
は
つ
ぎ
の
と
お
り
。

e
国
道
一
一
七
号
線
水
町
ど
お
り
の

　
道
路
改
良
工
事
は
本
年
度
二
億
円

　
の
予
算
が
つ
き
、
本
町
六
丁
目
ま

　
で
実
施
す
る
が
、
こ
の
道
路
改
良

　
工
事
を
さ
ら
に
四
R
町
地
内
ま

　
で
、
延
長
す
る
予
算
を
つ
け
て
い

　
た
▽
き
に
い
。
ま
た
宮
栗
踏
切
の

　
立
体
交
叉
の
早
期
着
⊥
を
お
願
い

　
し
た
い
。

口
国
道
二
五
三
号
線
バ
イ
パ
ス
と
名

　
力
山
ト
ン
ネ
ル
工
事
の
促
准
、
に
つ

い
て
。

白
主
要
地
方
道
、
小
千
谷
－
十
日
町

　
－
津
南
線
道
路
改
良
と
千
手
ト
ン

　
ネ
ル
改
良
工
事
の
促
進
に
つ
い
て

四
国
道
二
五
二
号
線
は
改
良
舗
装
、

　
用
地
先
行
工
事
な
ど
で
本
年
度
一

　
億
六
肖
万
円
の
予
算
で
実
施
す
る

　
こ
と
に
な
る
が
、
特
に
飛
渡
地

　
区
、
直
轄
工
事
の
促
進
に
つ
い
て

【
写
真
】
市
民
代
表
と
し
て
陳
情
す

　
　
　
　
る
春
日
市
長

調
査
が
実
施
さ
れ

ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
三

年
ご
と
に
行
な
わ

れ
今
回
は
そ
の
第

六
回
目
の
調
査
に

あ
た
り
ま
す
が
、

全
国
で
約
二
万
ほ

ど
の
調
査
区
の
う

ち
約
三
士
刀
世
帯

が
抽
出
さ
れ
ま
ず

　
当
市
で
は
十
三

調
査
区
が
指
疋
さ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ
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し
め
き
り
は
六
月
三
十
日
ま
で

　
　
施
設
見
学
に
ご
参
加
を

れ
、
十
賓
歳
以
上
の
人
に
つ
い
て
就

業
者
の
産
業
別
、
職
業
別
、
労
働
時

間
、
収
入
額
な
ど
に
つ
い
て
抽
出
調

査
を
行
な
い
ま
す
が
、
抽
出
さ
れ
た

世
帯
は
調
査
員
が
お
伺
い
い
た
し
ま

す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　
そ
の
他
く
わ
し
い
こ
と
は
、
市
商

工
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
調
査
区
域
と
担
当
調
査

　
員

本
町
六
1
口
三
　
　
（
大
島
　
栄
作
）

本
町
五
j
目
　
　
（
関
口
　
美
影
）

稲
荷
削
二
丁
目
　
　
（
中
林
　
順
治
）

㊨
昼
上
の
コ
ン
ケ
リ
ー

　
ト
打
込
作
業

㊦
建
設
中
の
市
民
会
館

　
市
内
施
設
見
学
を
つ
ぎ
の
と
お
り

実
施
し
ま
す
の
で
、
多
数
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

　
市
内
在
住
の
二
十
才
以
上
の
方
は

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、

希
望
者
は
、
官
製
ハ
ガ
キ
に
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
を
朋
記
し
、
六
月

三
†
日
ま
で
に
市
役
所
市
長
公
室
あ

て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
な
お
見
学
期
日
に
つ
い
て
、
第
一

希
望
、
第
二
希
望
ま
で
恥
書
き
く
だ

さ
い
。

　
見
単
期
日

　
七
月
十
三
日
（
火
）
†
四
臼
（
水
）

十
五
日
（
木
）
十
六
日
（
金
）
毎
回

バ
ス
一
台
で
見
学

　
　
　
　
　
　
　
饗
繋
轟

し
ま
す
。

見
学
コ
ー
幾
■

ス
と
時
間

午
前
九
時
市
ぞ
葵
、
．

所
前
集
合
、
勤
労
ど

青
少
年
ポ
ー
ム
、

国
道
二
五
三
号
線
総
．

（
八
箇
ト
ン
ネ
ル
撫

）
大
黒
沢
団
地
等

十
三
ヵ
所
、
市
役
旧
ハ
欝
”

所
午
後
四
時
三
十
．

分
解
散
。

　
パ
ス
定
員
は
一

台
五
十
人
で
す
か
、
’

ら
、
日
に
よ
っ
て
五
十
人
を
超
え
た

と
き
は
、
抽
せ
ん
に
よ
っ
て
見
学
日

を
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
中
食
だ
け
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
45

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
ノ
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
．
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
婦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
聞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
明

聡
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細尾ホップ園で説
関
芳
景
　
　
　
　
　
（
渡
辺
　
　
一
）

春
日
町
三
丁
目
　
　
（
吉
田
　
房
吉
）

四
日
町
第
二
　
　
（
小
川
信
一
）

新
座
第
一
　
　
　
（
樋
熊
　
義
助
）

睦
寮
　
　
　
　
　
（
樋
熊
　
三
平
）

焼
野
、
嘉
勝
　
　
　
（
池
田
伊
勢
松
）

土
雨
第
一
　
　
　
（
上
村
　
広
作
）

貝
ノ
川
　
　
　
　
（
小
林
鉄
雄
）

本
町
通
り
を

　
　
一
方
通
行

　
一
般
国
道
一
一
七
号
線
本
町
通
り

は
道
路
改
良
工
事
の
た
め
、
六
月
十

日
か
ら
七
月
三
十
一
日
ま
で
と
、
九

月
一
日
か
ら
九
月
十
五
日
ま
で
の
二

回
に
わ
た
っ
て
一
方
通
行
と
な
り
ま

す
。
区
間
は
、
本
町
一
丁
目
か
ら
本

町
六
丁
目
ま
で
と
な
り
、
小
千
谷
方

面
行
き
の
迂
回
路
は
バ
町
西
線
と
川

治
昭
和
町
線
と
な
り
ま
す
。

農
家
基
本
台

帳
を
作
成

　
　
　
　
調
査
に
ご
協
力
壷

　
農
業
委
昌
会
で
は
、
農
業
構
造
政

策
の
資
料
♪
．
し
て
農
家
基
本
台
帳
を

作
成
し
ま
す
。

　
こ
の
台
帳
は
七
月
一
日
現
在
で
記

入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
調
査
は
各
部
落
ご
と

に
調
査
員
を
選
任
し
、
調
査
を
お
願

い
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
農

家
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

土
木
工
事

入
札
結
果

の市
工

田悶闘

入
札
結
果
　
〈
六
月
三
日
〉

▽
十
日
町
小
学
校
プ
ー
ル
新
設
工
事
（
二
十
五
層
×
十
三
層
）

　
落
札
額
　
七
百
万
円
　
　
落
札
者
　
　
（
株
）
村
山
土
建

▽
真
田
小
学
校
プ
ー
ル
新
設
工
事
（
十
五
耕
×
八
麿
）

　
落
札
額
　
二
百
六
十
万
円
　
　
落
札
者
　
柳
土
建

▽
飛
渡
第
一
小
学
校
ブ
ー
ル
新
設
工
事
（
二
十
層
×
八
層
》

　
落
札
額
三
百
万
円
　
　
落
札
者
　
（
株
）
福
島
土
建

▽
中
沢
下
水
路
改
良
工
事
（
八
十
層
）

　
落
札
額
　
二
百
七
十
万
円
　
　
落
札
者
　
（
株
）
南
雲
土
建

▽
本
町
西
線
舗
装
新
設
工
事
（
千
代
田
町
）
二
百
十
層

　
落
札
額
　
八
百
＋
万
円
　
　
落
札
者
　
上
越
舗
道
（
株
）

県
民
の
声
を
県
政
へ

県
民
生
活
課
は
県
民
の
声
を
県
政
へ
反
映
さ
せ
よ
う
と
、
昨
年
十
月

県
政
ポ
ス
ト
を
市
町
村
に
設
置
し
ま
し
た
。

当
市
は
市
役
所
市
民
ホ
ー
ル
と
公
民
館
本
館
の
二
ヵ
所
に
設
置
し
て

お
り
ま
す
が
、
県
政
に
対
す
る
建
設
的
な
意
見
や
要
望
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
備
え
付
け
の
無
料
ハ
ガ
キ
を
利
用
し
て
ど
し
ど
し
勾
寄
せ
く

だ
さ
い
。
な
翁
、
ハ
ガ
キ
の
差
出
有
効
期
間
は
、
昭
和
四
十
七
年
五

月
三
十
一
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
、

常
勤
交
通
指
導
員
を
配
置

増
加
丁
る
一
方
の
交
通
事
故
に
対
処
す
る
た
め
、
市
は
、
六
月
一

日
、
新
規
に
二
名
の
常
勤
交
通
指
導
員
を
配
置
し
ま
し
た
。
こ
れ
で

交
通
指
導
員
は
非
常
勤
を
あ
わ
せ
て
十
名
と
な
り
ま
す
。

交
通
指
導
員
は
、
交
通
事
故
防
止
の
た
め
街
頭
指
導
、
パ
ト
ロ
ー
ル

及
び
交
通
教
室
な
ど
の
交
通
安
全
活
動
を
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
変
通
事
故
防
止
で
街
頭
に
立
つ
変
通
指
導
員
は
歩
く
人
の
心

が
け
、
運
転
す
る
人
の
心
が
け
、
み
ん
な
で
変
通
規
則
を
守
る
心
が

け
次
第
で
事
故
は
減
ら
せ
る
も
の
と
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
ご
協
力

を
お
ね
が
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
ノ●

影
絶

蝶市
民
ぐ
る
み

　
　
　
　
　
　
　
火
の
用
心

一404一
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植林で緑の街をつくろう

苗木注文はお早めに

国
民
所
得
の
向
上
や
建
築
ブ
ー
ム

で
素
材
需
要
量
は
毎
年
四
十
二
％
も

増
加
し
て
い
ま
す
が
、
市
で
は
植
林

し
て
緑
豊
か
な
住
み
良
い
街
を
つ
く

る
た
め
、
秋
植
え
造
林
補
助
申
請
と

苗
木
注
文
を
つ
ぎ
の
と
お
り
受
け
付

け
て
い
ま
す
の
で
、
市
農
林
課
ま
た

は
森
林
組
合
に
お
早
め
に
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

造
林
補
助
申
講
す
る
場
合

　
つ
ぎ
の
場
合
は
補
助
対
象
に
な
り

ま
す
か
ら
、
造
林
補
助
申
請
轡
を
必

ら
す
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

一
、
杉
、
松
、
ヒ
ノ
キ
を
植
え
る
場

合
　
一
団
地
七
〆
以
上
の
所
に
苗
木
を

十
〆
当
り
二
百
本
以
上
植
え
る
。

二
、
桐
を
植
え
る
場
合

　
一
団
地
十
〆
以
上
の
所
に
苗
木
を

十
1
当
り
二
十
本
以
上
植
え
る
。

三
、
米
生
産
調
整
奨
励
金
を
受
け
る

　
水
田
跡
地
に
植
え
る
場
合

　
｝
団
地
五
ノ
以
上
の
所
に
杉
苗
は

五
1
当
り
百
本
以
上
、
桐
苗
は
五
1

当
り
十
本
以
上
植
え
る
。

な
お
、
田
、
畑
に
植
林
す
る
場
合

は
、
事
前
に
農
地
転
用
許
可
を
必
ら

す
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
苗
木
注
文
す
る
鳩
合

　
注
文
最
低
数
量
は
杉
五
十
本
、
松

五
十
本
、
ヒ
ノ
キ
五
十
本
、
桐
五
本

県
の
指
定
文
化
財
と
な
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

四
日
町
神
宮
寺
の
観
音
様
　
ー

御
本
尊
の
十
一
面
千
手
千
眼
観
世
音
菩
薩
の
左
右
に
は
脇
侍
（
わ
き
だ四日町神宮寺の観音堂

と
す
る
。

　
そ
の
ほ
か
概
算
補
助
金
額
等
に
つ

い
て
は
市
農
林
課
、
ま
た
は
森
林
組

合
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ち
）
の
毘
沙
門
天
王
と
広
目
天
王
が

安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
と
も
に
像
高

百
二
移
、
樽
（
け
や
き
）
材
の
一
木

彫
で
鎌
倉
時
代
の
作
品
で
す
。

　
均
整
の
と
れ
た
優
雅
な
身
体
つ
き

衣
の
袖
を
な
び
か
せ
、
宝
塔
や
三
こ

戟
（
さ
ん
こ
げ
き
）
を
も
一
、
て
夜
叉

（
や
し
ゃ
）
を
ふ
ま
え
た
像
容
は
、

観
世
音
菩
薩
を
守
護
し
ょ
う
と
い
う

威
厳
に
満
ち
、
乙
の
地
方
に
あ
っ
て

ま
れ
に
見
る
逸
品
で
あ
り
ま
す
。

　
前
号
で
述
べ
た
御
本
尊
と
こ
の
脇

侍
の
貴
重
な
文
化
財
が
安
置
さ
れ
て

あ
る
神
宮
寺
の
観
音
堂
の
建
造
物
は

一
七
八
二
年
に
再
建
さ
れ
ま
し
た
。

　
か
や
ぶ
き
で
千
鳥
破
風
の
三
つ
の

切
り
妻
が
あ
り
、
神
社
建
築
様
式
を

も
そ
な
え
た
古
風
で
壮
厳
な
美
し
さ

を
も
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
そ
の
山
門
は
一
七
六
九
年
に

建
立
さ
れ
、
二
階
に
高
欄
を
も
ち
鎌

倉
期
の
天
竺
様
と
唐
様
を
折
衷
し
た

よ
う
な
こ
の
か
や
ぶ
き
の
建
築
様
式

は
、
雄
動
（
ゆ
う
け
い
）
の
中
に
閉

雅
な
趣
を
た
た
え
て
い
ま
す
。

　
観
音
掌
、
山
門
は
と
も
に
妻
有
郷

随
一
の
近
世
の
建
造
物
と
い
え
ま
し

ょ
う
。

　
観
音
堂
、
山
門
の
建
立
当
時
の
記

録
に
よ
り
ま
す
と
こ
れ
ら
の
建
築
は

そ
の
材
料
と
い
い
費
用
と
い
い
全
て

近
郷
の
人
び
と
の
信
心
の
ま
ご
こ
ろ

か
ら
な
る
浄
財
の
寄
進
に
よ
っ
て
ま

か
な
わ
れ
、
実
に
二
十
年
の
歳
月
の

間
、
昼
夜
を
分
た
な
い
念
仏
の
唱
和

の
中
に
そ
の
建
立
が
す
す
め
ら
れ
て

い
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
こ
う
し
た
祖
先
の
人
び
と
の
純
粋

な
信
仰
と
ま
ご
こ
ろ
が
あ
っ
た
れ
ば

こ
そ
、
歴
史
に
残
る
文
化
財
が
今
日

に
伝
え
ら
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

以
上
の
よ
う
に
、
県
の
指
定
文
化

財
と
な
っ
た
貴
重
な
御
本
尊
を
も
ち

歴
史
的
に
由
緒
あ
る
霊
場
と
し
て
の

観
音
堂
神
宮
寺
の
境
内
も
、
現
在
、

宅
地
造
成
や
工
場
の
進
出
そ
し
て
道

路
敷
設
計
に
ょ
っ
て
、
そ
の
美
し
い

風
致
、
景
観
は
失
わ
れ
つ
つ
あ
り
ま

す
。
の
み
な
ら
す
、
こ
う
し
た
都
市

化
の
大
気
汚
染
や
騒
音
の
公
害
の
た

め
に
杉
木
立
に
か
こ
ま
れ
た
静
寂
な

環
境
は
破
壊
の
危
機
に
立
た
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
庶
民
の
真
の
心
の
安
ら
ぎ
の
場
と

し
て
、
ま
た
妻
有
の
歴
史
の
故
郷
と

し
て
、
私
ど
も
の
祖
先
が
護
持
し
つ

づ
け
て
き
た
手
手
観
音
像
を
は
じ
め

と
す
る
貴
重
な
文
化
財
、
そ
し
て
観

音
堂
、
山
門
を
中
心
と
す
る
美
し
い

聖
域
を
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
力
で
無

事
に
後
世
に
伝
え
る
よ
う
心
か
ら
切

願
し
か
つ
訴
え
る
も
の
で
あ
り
ま
す

　
　
　
　
　
文
・
竹
内
道
雄

（
長
岡
工
業
高
等
専
門
学
校
教
授
）
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　　　　厭血車（ゆうあい号）の日程

■6月22日　午前10時から正午まで

　　　　　飯林織物寿町工場前

■6月22日　午後1時から午後3時まで

　　　　　吉沢織物昭和町工場前

　　　　　停電のお知らせ
■6月24日　午前9時から午後1時

　中条北原の一部一市ノ沢一加勝一轟木一焼野

　一新水一池谷一入山一蕨平一三ッ山一高場一

　軽沢一菅沼一山新田一小貫一殿畑一東西枯木

　又一魚ノ田川一慶地

■6月26日午前4時から午前6時30分　高田町

　1一本町1一本町3
口6月29日午前8時～正午　高田町卜本町1一

　本町3

■6月30日午前9時～午後1時　下条水ロー新

　光寺

■ソフトボール大会　27日午後1時　十日町小

　グラウソド

■茶道教室　28口午後7時　和室

□洋裁教室　28口午後7時　講習室

　休館日　25日

　　　　　奨学金のお知らせ

　十日町市では条例により、つぎのとおり奨学

金を貸与しております．

■奨学金の貸与を受けられる者

　学校教育法第1条に規定する高校、大学等に

　在学するもので

　α体市に3年以上居住する世帯の子弟

　⑰学業成績優秀な者

　の径済的理由で学資の支弁が困難なもの

■奨学金の額

　Cf）高校、高専に在学する者　　月額　3，000円

　⑨大学に在学する者　　　　月額　6，000円

還返口

　卒業後5年以内（鐸賦、半年賦、月賦返還の

　うち希望する方法）

■申請期限

　毎年2月末日まで

　申請手続き、その他詳細に

　ついては、市教育委員会ま

　たは、市内の中学校、高等学校におたずねく

　ださい。

　　　　特別交付金の請求期限を延長

引揚者等に対する特別交付金の請求期限が1年

延長され、昭和47年3月31日までとなりました

のでお知らせします。　（市召会福祉事務所）

　　続計ゲラフ全国コンクール作品を募集

全国統計協会連合会では国民に対する統計思想

の普及向Lと統計の表現技術の研さんを図るた

め、つぎのとおり統計グラフ作品を募集します

　■応募資格　第1部　小学校の児童

　　　　　　第2部　中学校の生徒

　　　　　　第3部高等学校以上の学生

　　　　　　　　　　生徒

　　　　　　第4部一般
■課　　題　自由とする。

■材料の規格第1部、第2部の用紙は72．8ごπ

　×51．5cπ（B2判仕上寸法）とする。

　第3部、第4部の用紙規格は、103c寵×728儒

　・（B　l判仕上寸法）とする。

■送付先　新潟県庁、県統計課内新潟県統計

　　　　　協会あて

■締切口　昭和46年9月ゆ日（金）

　くわしいことは市簡工裸にお間い合わせくだ

　さい。

　　　　　　山火事に注意
　山火事の原因は「たぱこ」rたきび」などの

不注意によるものが大部分となっております。

　みなさんの大切な国有林の資源を守るため、

つぎのことに注意しましょう。

　i。山でのr歩きたばこ」は絶対しない。

　2．山でたき火をしない。

万一、山火事が発生した場合、速かに消防署、

営林署などにご連絡ください。

　六日町営林署電話（六日町）（2）2143番

　新成人学級

■23日午後7時～9時本館第1講義室

　r結婚と家庭の法律」浅妻康二先生（新潟女

　子短大教授）

■30日午後7時～9時　本館第1講義室r夫婦

　というもの」　桑原貞子先生（医師、県社会

　教育委員）

■25日午後8時～10時　中条地区公民館

　講演会　「世界から見た日本」

　講　師　大阪大学　山北先生

朋口　　田闘皿

　　　　　　サ．　　　鰻ら…撚　　　　　　　蕪　　　　．蕪．i導、撫●　45年度水道事業資金収支表
（昭和45年10月1日より昭和46年3月31日まで）

　
昭
和
四
十
五
年
度
下
半
期
業
務
状

況
、
並
び
に
昭
和
四
十
六
年
度
の
水

道
事
業
予
算
の
概
要
に
つ
い
て
お
知

ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　
本
年
度
は
城
之
古
地
内
に
第
四
水

源
が
完
成
い
た
し
ま
し
た
。
そ
れ
に

五
軒
新
田
地
内
に
第
三
配
水
池
の
築

造
に
ょ
り
中
条
新
給
水
区
城
内
へ
の

給
水
が
容
易
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
給
水
戸
数
は
、
七
百

六
十
一
戸
増
加
し
、
六
千
三
百
七
十

八
戸
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
一
日
平
均
配
水
量
は
昨
年
同
期
に

比
べ
て
九
・
一
％
増
の
九
千
六
百
七

十
一
立
方
管
で
有
収
水
量
も
昨
年
同

期
に
比
ぺ
て
五
・
六
％
増
の
百
六
万

八
千
六
十
立
方
層
と
な
り
給
水
収
益

二
百
十
七
万
一
千
円
の
増
加
と
な
り

ま
し
た
。

　
ま
た
、
事
業
費
用
に
っ
き
ま
し
て

は
、
極
力
節
減
に
つ
と
め
た
結
果
、

昭
和
四
十
五
年
度
五
百
五
十
四
万
一

千
六
百
七
十
二
円
の
純
利
益
を
上
げ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
．

　
昭
和
四
十
六
年
度
の
主
要
事
業
は

既
設
の
水
源
、
配
水
施
設
等
の
整
備

工
事
等
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
さ
ら
に
、
施
設
の
増
強
と
そ

の
効
率
の
向
上
に
一
層
の
努
力
を
傾

け
る
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。

受　人 資　金 支”払 資 金

科　　目 金　　額 科　　目 金　　額

　　　｝（1序業収益 35，772，828 （1〉事業費用 29，710，073

（2）企　業　債 42，000，000 （2揃年度未払金 0
（3咄　資　金 342，100 （3）建設改良費 50，618，590

（4）前　受　金 19，680 （4）企業債償還金 3，282，160

舖
（5揃年度未収金 0（5）貯　蔵　品 331，000

（6江事負担金 2，490，000 （6）前　受　金 16，140

（7順　　り　金 0（7〉前払費用 0
（8）前期繰越金 32，535，147 （8）投　　　資 549，948

計 84，507，911

計 113，159，755 差引残高 28，651，844

　
　
　
チ

営
業
外
収
益
．
一
1
2
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45年度水道事業貸借対照表
　　（昭和46年3月31日現在）

資　　　　　産 負債及資本 曇E施七柴穫登房肇ち罵　丙笛六
す層設い施のた純百とに　　のな％。ののま設主　・利五めつ　　増り増
　努増す等要　　益十たき　　加給の
　力強　・の事　　を四結ま　　と水百
　をと　　整業　　上万果し　　な収六
　傾そ　　備は　　げ一　’て　　り益万

　　　45年度給水業務量の状況
　（昭和45年10月1日より昭和46年3月31日まで）

業務の予定量
科　　目 金　　額 科　　目 金　　額

1．固定資産 427，255，336 1．固定負債 6，826，838

（1）給　水　戸　数　　　　　　　　　　6，434戸

（2）年問総給水量　　　　　　　　2，537，845m3

一（3）一日平均給水量　　　　　　　　　　6，953m3

（4）主要な建設改良事業

　水源施設改良及び配水管布設替工事費　　8，34σ下円

2．流動資産 32，212，772 2．流動負債 215，317

3．繰延勘定 183，000 3．資　本　金 443，733，288

4。剰　余金 8，875，665

計 459，651，108 計 459，651，108

昭和45年度下半期水道事業損益計算書
　（昭和45年10月1日より昭和46年3月31日まで）

区　　　分 昭和僻度下半期 昭秘鞭半期 増（△）減 比率，

給水戸数（戸） 6，378 51617 761 113．5

企業債の状況
（昭和46年3月31日現在）

費　　　　　用 収　　　　　益 給水人口（人） 30，168 26，568 3，600 113．5

科　　目 金　　額 科　　目 金　　額
配
水
量

総　　量（m3） 1，760，045 1，617，586 142，459 108．8

借入先 期首残高 借入劃償齢　期繊高 1，営業費用 28，013，199 1．営業収益 34，774，317 一日最大（m3） 12，225 12，349 △124 99．0

2．営業外収益 1，564，085 一日平均（m3） 9，671 8，869 802 109．0
大蔵省資金運用部 205，107，831 48・000塑643・914迦8，463，917 2．営業外費用 10，276，239

公営企業金融公庫 83，769，236 14，000，00011，846，150195，923，086 3．下半期純損失 1，951，036 有，収水量（m’） 1，068，060 1，011，618 56，442 105．6

＿一→・　　　　　　一一
計 38，289，438 有　収・率（％） 60．9 62．5 △1．6 97．4

計 288，877，067 62，000，0006，490，0641344，387，003 計 38，289，438

　45年度給水業務量の状況
（昭和45年10月1日より昭和46年3月31日まで）

　　　　　　46年度水道事業会計予算

1）収益的収入及び支出
　　　　費用76，743千円　　　　　　　収益79，331千円

営業収益
75，81g　r・「ll醐

　　　　　　　　　　　　　　　や　　ワ　　　　　　　　　　　　　　　†
　　　　　　　　．・、・　　　・．　　　　f蒲

営業費用　　麿業外費用，，．費

52’405千円14’懲跨撒

収入4，910千円

　　　　　　　　　4遇4躍
　　　　　　　　　660含

2）資本的収入及び支出
　　　支出20，349千円

昭和45年度下半期水道事業損益計算書
　（昭和45年10月1日より昭和46年3月31日まで）

1島資金910丁・

器急、 4…肝円．

企業債償還金9，179

－r建設改良費

ぬ　　　　　　　　　　　　

業務の予定量
6，434戸

2，537，845m3

6，953m3

1）給　水　戸　数

2）年問総給水量

3）一日平均給水量
4）主要な建設改良事業

　水源施設改良及び

（4）主要な建設改良事業

　　水源施設改良及び配水管布設替工事費　　8，340千円

企業債の状況
（昭和46年3月31日現在）
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